


























































































































二 対　　　 象 志　 向　性 状況における関係 認識での比重
個 地域住民 安全な生活 弱い立場 ○
集 合 体 地域工場 生産の増大 強い立場 瑤
.［ 図１ ］
出典：三上勝康












二 対　　　 象 志　向　 性 状況における関係 認識での比重
個 生協で買う人 安全・高品質 少数だが集合体と対等の立場 ○
集 合 体 スーパーで買う人 手軽さ・安さ 状況において支配的 ○
〔 図2 〕1980 年 代 の個 ・ 集 合 体 の 価 値 対 立 の典 型




（1）現代日本の産業・家族構造　　　　　　　　　　　 は強まると予 想している（6）。 つ まり， 現代 日本
現代の日本の産業構造は，第三次産業，つまり　　　 の産業構造，家族構造は個人の能力，とりわけ新
実体のあるモノを作り出咨ない産業が増加し，経　　　 しい発想を生み出す 匚知識」重視の方向で変化し
済のサービス化か進行している。これは, P.F. ド　　　 ているのである。
ラッカーが指摘した「‾知識」 の仕事への適応の度　　 （2）現代日本の組織構造
合いが増 して い るあ らわ れと見 る ことが で き　　　　 新しい発想を生み出す 匚知識」重視の方向にと
る（4）Ｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 もなう個人の台頭は，日本システムと呼ばれ，現
これと同じことを，堺屋太一氏 は 匚知価社会」　　 在に至る経済発展において機能してきた組織の崩












最 大 限 の貢 献
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て単元 の学 習 は構成 さ れるべ きだ と述 べて い














































































































(3) 1950 ・ 60年代の地域学習の分析は，雑誌
厂カリキュラム
」「生活教育」に掲載された
20事例・27事例の目標と典型事例「西陣織」
の内容を対象に行った。
(4) P.F.ドラッカー著上田惇生・佐々木美智男・
田代正美訳『ポスト資本主義社会』ダイヤモンド社1993.7
（5）堺屋太一・渡部昇一著『競争の原理』致知
出版1987 ・
本書の中で堺屋太
一氏は，資源やエネル
ギーを消費してつくりだす工業社会に変わっ
て
，イメージや技術等知恵によって生み出
されるものの値打ちが重視される社会への
変化として
，知価社会を説明している。
（６）堺屋太一〔組織の盛衰ＪＰＨＰ研究所1996.1
1〕p.249-252
（7）カレル
・ヴァン・ウオルフレン著・篠原勝
訳『人間を幸福にしない日本というシステ
ム』毎日新聞社1994.11 pp.259-261
（8）田中直毅『新しい産業社会の構想』日本経
済新聞社1996.2（9）前掲書p.199
（10）岩田一彦『小学校社会科の授業設計』東京
書籍1991.3 pp.57-63
（11）岩田一彦『社会科授業研究の理論』明治図書1994.6 pp.99-101
